













































































































































































































































































































































































































































































































































































































ち､ ｢退屈､単調､勝抜け､無益｣ ("weary, stale,flatand
unprofitable" 133行)という語､及び､ ｢俺には｣ ("to
me" 134行)という語を用いて､自己の主観的嫌悪感を
示す｡けれどもその直後に､ ｢むかつくものがのさばる､































































らぬか｣ 56行)､ "tosuffer" (｢耐え忍ぶ｣ 57行)､ "to
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